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東部地域振興ふれあい拠点施設   

基本コンセプトと３つの理念 

「都市の森」の創造 

Ⅰ地域をはぐくむ 

～まちづくりのシンボル～ 

Ⅱふれあう 

～緑と人のふれあい～ 

Ⅲ環境を守る 

～省ＣＯ2の最先端モデル～ 

 
所在地 
〒344-0064 
埼玉県春日部市南1-1-7  
TEL:050-3353-5334 
FAX:048-734-3006      
http://www.kasukabehall.jp/ 
E-mail:incu@kasukabehall.jp 

第2回創業塾のご案内 

 1.入居者の事業紹介 B-1 株式会社ハウスドック         
 この号の内容 

1.入居者事業紹介 

2.第55回情報交換会＆交流会 

3.入居者掲載情報「まいたま」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 創業支援ルームでは、12月から

来年1月にかけて、計4回プログラ

ムの「女性のための創業塾」（春日

部市特定創業支援事業）を開催しま

す。多数のご応募をお待ちしており

ます。 

●日時：平成29年12月6日（水） 

    平成29年12月15日（金） 

    平成30年1月18日（木） 

    平成30年1月25日（木） 

 すべて、10:00~13:00 

●場所：春日部市市民活動センター 

   （ふれあいキューブ内） 

●受講料：無料 

●お申し込み・お問い合わせ 

春日部市商工観光課 

048-736-1111（内線7759） 

  

 

 

 

 

 

 

 本誌では創業支援ルームの入居者の事業をご紹介しております。今回は、 

株式会社ハウスドック（B-1）さんです。 

＊Slogan 

『長く住めて安心・安全に暮らせる住まいづくり』 

＊Business summary 

 春日部市および周辺市町村を中心に、住まいの「かかりつけ医」として、戸建

て住宅・アパートの修繕・リフォーム業を営んでおります。地域では築30年を越

すお住まいが増えてきておりますが、早期発見・早期修繕をモットーに、お宅そ

れぞれの構造や材質等を踏まえた修繕プランを提案していきます。来年には、空

き家を活用した新規事業の立ち上げも計画しており、これからも地域の皆様に

「長く住めて安心・安全に暮らせる住まいづくり」を提供していきます。 

＊News & Topix 

・春日部市商工会議所が発行している「とくとくクーポン券」をご利用いただけ

ます。ご契約していただいた方にオリジナルトートバックのプレゼントをご用意

しています。 

＊Company info 

・株式会社 ハウスドック 

・法人設立 2015年2月 

・代表者取締役 山本 孝枝 

・〒344-0064 埼玉県春日部市南1-1-7 ふれあいキューブ5F B-1 

・048-738-1710 

＊Contact 

・HPアドレス ：http://www.house-dock.jp 

・BLOGアドレス ：https://ameblo.jp/housedock/ 

・FBアドレス ：https://www.facebook.com/housedock0203/ 

＊Message 

 家の経年劣化は避けて通れないことです。そのまま放置しておけば傷んでしま
う一方。家を早めに点検し、早期発見、早期修繕をし、見た目もキレイに家を良
い状態で、より長持ちさせることができます。そうする事が実は経済的にも余分
な費用が発生せずに済みます。早めのメンテナンスで安心・安全に暮らして頂き
たいです。 
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編集                    宮本 直樹  

         池脇 裕介 

         市川 潤 

取材・編集補助  山田あつ子 

デザイン・構成  田中 晴恵 

≪入居対象≫ 

 埼玉県地域経済の活性化に資する

と認められ、次のいずれかに該当す

る方（個人・法人は問いません） 

・これから創業しようとする方、 

 または創業後５年未満の方 

・新たな事業分野へ進出しようと 

 する中小企業者 

 詳しいことは、創業支援ルームに 

 お問い合わせください。 

上左：A   個室型 
上右：Bブース型         
下    : Cブース型 

  

≪創業支援ルーム≫ 

   電話：050-3353-5334 

    (平日9：00～17：30） 

ホームページ： 

http://www.kasukabehall.jp/sog

yoshien01.html 

メール：incu@kasukabehall.jp 
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  入居者を随時募集しております 

   ＜編集後記＞ 
  

 

 

 

 

 

3.スマホアプリ「まいたま」に入居者が掲載されました！                    

2.第55回情報交換会＆交流会 

この時期になると「今年もあっという

間だった」と言う人が増えるし、もは

や12月の風物詩とも言えるのではない

でしょうか。今年もありがとうござい

ました。ではまた来年に！（市川） 

 

 

 

 

 

 

 インキュベート室の入居申請を随時

受け付けいたします。 

 空き室の状況や募集要項はホーム

ページにございますので、詳細はそち

らをご確認ください。 

 入居を希望される方はお気軽に事務

室までご相談ください。 

  

 第55回情報交換会＆交流会が、11月24日（金）15時より開催されました。 

 今月も前回に引き続き拡大版として2名の講師にご登壇いただきました。第1部で

は「非営利組織の事業論~非営利組織から学ぶ事業づくりのポイント~」というお

題で、当創業支援ルームのIM（インキュベーションマネージャー）市川が講義を行

いました。よく誤解されている「非営利」の捉え方や、事業をつくっていく上での

ポイントについての説明がありました。初めて聞くような言葉も出てきましたが、

これから事業をつくっていきたい人にとって視点が広がる内容でした。 

 第2部では、「デザインは思索と試作（Make）の時代~夢やアイディアを具体化

する方法~」というテーマで、入居企業の大島康彰様（株式会社ランダム）に3Dプ

リンタ等を活用したプロトタイプ開発のお話をしていただきました。仮説検証を小

さく繰り返しながら製品をブラッシュアップする方法は、ものづくり企業だけでは

なく、サービス業の事業者にも応用できるのではないでしょうか？今回の参加者は

デザインやクリエイティブ分野に携わっている方が多かったこともあり、創発的な

意見交換の場となりました。 

 次回の情報交換会は来年1月19日（金）を予定しております。（※12月は情報交

換会を開催いたしませんのでご注意ください。）創業や各回の開催テーマにご関心

のある方はお誘いあわせの上、ぜひお越しください。 

プレゼンで使用された大島さんの過去のデザイン（作品）例 

 埼玉県スマホアプリ「ポケットブックまいたま」と埼玉県のホームページ内で、

入居企業の㈱ハウスドック（代表取締役：山本孝枝）さんが起業家スピリッツに

溢れる女性起業家として紹介されました。 

 

 掲載記事「想いをカタチに」では、 

インタビュー形式で山本さんの魅力に 

迫っており、「起業のきっかけ」や 

「苦労」「未来に向かっての目標」等 

の起業ストーリーがご覧いただけます。 

創業支援ルームや他の入居企業の皆さ 

んの魅力についても話してくださって 

いますので（山本さん、ありがとうご 

ざいます！）、ご興味のある方はぜひ 

ご覧ください。 

http://www.pref.saitama.lg.jp/a0803/katachini/201710.html 
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